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理　　　念
私たちは、自然のうるおいの中で、人それぞれの希望に満ちた

くらしを支え、地域医療を推進します。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

患側

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以

来
、
放
射
線
被
ば
く
に
対
す
る
国
民
の
不
安
は
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
患
者
様
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
受
け
る

Ｘ
線
被
ば
く
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
病
気
発
見
の
た
め
の

健
診
や
検
査
で
受
け
る
医
療
用
Ｘ
線
の
被
ば
く
の

量
で
は
、
健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
は

通
常
あ
り
ま
せ
ん
。

　
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
影
響
は
、
事
故
な
ど
に

よ
る
一
時
的
な
大
量
被
ば
く
（
100
msv
以
上
）
を
除

き
、
10
年
、
20
年
先
の
ガ
ン
に
な
る
確
率
が
増
え

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
確
率

の
上
昇
は
お
お
よ
そ
胸
の
検
査
一
回
当
た
り
（
0.1

msv
以
下
）
で
は
、
タ
バ
コ
数
本
吸
っ
た
程
度
と
同

じ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
危
険
と
思
う

か
、
無
視
で
き
る
範
囲
と
思
う
か
は
、
個
人
個
人

の
考
え
方
で
変
わ
っ
て
く
る
と
は
思
い
ま
す
。

　
病
院
で
受
け
る
Ｘ
線
検
査
は
そ
の
危
険
性
よ
り

病
気
発
見
の
有
益
性
が
勝
る
た
め
行
わ
れ
る
も
の

で
、
患
者
様
に
と
っ
て
必
要
な
検
査
で
す
。
ま
た
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
必
要
な
Ｘ
線
の
量
は
、
患
者

さ
ま
の
年
齢
や
体
格
で
大
き
く
違
い
が
出
る
と
と

も
に
撮
影
部
位
に
よ
っ
て
も
違
い
が
出
ま
す
。
筋

肉
質
で
体
格
の
大
き
い
方
は
、
痩
せ
型
の
人
に
比

べ
線
量
は
多
く
な
り
、
手
や
足
に
比
べ
お
腹
は
多

く
な
り
ま
す
。
現
在
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い

る
Ｃ
Ｔ
検
査
や
胃
の
検
査
で
受
け
る
と
さ
れ
る
線

量
は
、
一
般
的
な
場
合
の
被
ば
く
線
量
で
す
。
ち

な
み
に
、
検
査
を
受
け
る
患
者
さ
ま
の
介
助
の
た

め
に
ご
家
族
に
協
力
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
場
合
の
介
助
者
の
被
ば
く
量
は
検
査
を

受
け
る
方
の
1/100
以
下
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
被
ば

く
防
止
用
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
場
合
は
、

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
等
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
診

断
目
的
の
Ｘ
線
検
査
で
は
、
Ｘ
線
被
ば
く
は
限
定

的
で
あ
る
た
め
必
要
以
上
に
不
安
に
陥
る
こ
と
は
、

精
神
的
な
マ
イ
ナ
ス
面
で
の
影
響
の
方
が
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
方
が
良
く
、
ま
た
放
射
線

も
受
け
な
い
方
が
体
に
は
良
い
こ
と
は
事
実
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
地
球
上
で
生
活
し
て
い
る
以

上
、
自
然
界
か
ら
受
け
る
自
然
放
射
線
か
ら
逃
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
量
は
日
本
で
は
お

よ
そ
一
年
間
で
1.0
msv
、
世
界
平
均
で
は
2.4
msv
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
ガ
ラ
バ
リ
地
方

で
は
年
間
8.0
msv
以
上
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
方
で
特
に
発
ガ
ン
率
の
上
昇
は
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
日
本
は
比
較
的
自
然
放
射
線
の
少

な
い
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
に

よ
る
放
射
線
と
、
医
療
で
使
う
Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
で
は
何
が
違
う
か
と
い
う
と
、
放
射
線
と
い

う
分
類
で
は
同
じ
で
す
が
、
次
の
３
点
で
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
原
発
事
故
の
よ
う
に
放
射
性
物
質
が
飛

散
し
た
場
合
、
そ
の
放
射
線
に
よ
る
影
響
は
全
身

的
で
あ
り
範
囲
は
広
大
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

Ｘ
線
撮
影
で
は
、
目
的
と
し
た
検
査
部
位
の
み
が

対
象
と
な
る
た
め
、
範
囲
は
非
常
に
狭
い
も
の
と

な
り
ま
す
。

　
生
活
地
域
が
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
土
地
で
生
活
し
て
い
る
時
間
、
特
に
屋

外
で
活
動
し
て
い
る
す
べ
て
の
時
間
が
被
ば
く
時

間
と
し
て
積
算
さ
れ
ま
す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
使

う
Ｘ
線
は
電
気
的
に
発
生
さ
せ
る
仕
組
み
の
た
め
、

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
瞬
間
の
０
・
１
秒
以
下
の
短

時
間
し
か
Ｘ
線
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
Ｘ
線

撮
影
室
に
は
、
通
常
放
射
線
は
出
て
い
ま
せ
ん
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飛
散
し
た
放
射
性
物
質
が
体
内
に
入
っ
た
場
合

は
体
内
か
ら
も
放
射
線
を
出
し
ま
す
。
こ
れ
を
内

部
被
ば
く
と
言
い
、
そ
れ
以
外
の
周
り
か
ら
の
被

ば
く
を
外
部
被
ば
く
と
言
い
ま
す
。
Ｘ
線
は
機
械

で
電
気
的
に
作
り
出
す
も
の
で
す
か
ら
、
内
部
被

ば
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
に
よ
る
被
ば
く
量

自
然
界
の
放
射
線

原
発
事
故
と
の
違
い



診療科に対する曜日欄の記載は○＝診療日、―　＝休診となります。

○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。

また、曜日欄に「日にち」の記載がある場合は、毎週ではなく診療日限定となります｡

説
明

予約制

― ― ―――

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
形成外科

13：00～14：30 13：30～○

予約方法は、Ｐ3上「予約
または予約変更について」
をご参照ください。

―

―

― ― ― ――

― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ―

―

―

―

― ―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日整形外科
新患

脊椎

上肢

足

リウマチ

再診

予　約
（再診）

9：00～
（10：20～の
場合あり）

10：20～

一
般
外
来

○

○

○ ― ―○

―

―

○○

○

○

○

○ 8：00～11：00

8：00～11：00

8：00～11：00

8：00～10：00

9：00～

6日・20日

3日・17日

9日

※各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案内」

　の最右「備考・休診日」欄でご確認ください。

医師別の診療予定が必要な方は、医師（名字）・診療日（数字）
が記載された一覧を、病院・医療連携室でお受取りください。

 
 

医
師
の
指
示
に
よ
り
入
院
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

１
階
入
退
院
受
付
で
入
院
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
 

入
院
申
込
書
（
身
元
引
受
書
・
連
帯
保
証
書
）
の
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
申
込
み
時
に
は
左
記
の
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
入
院
手
続
き
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
、

土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
12
時
30
分
に
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の

他
の
時
間
帯
に
入
院
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
１
階
「
時
間
外
受
付
」
で
、

入
院
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
 

入
院
手
続
き
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
医
事
課

入
院
担
当
（
内
線
３
１
５
・
３
１
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
放
射
線
を
浴
び
る
と
将
来
ガ
ン
に
な
る
と
い
う
怖
い
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち

の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
放
射
線
は
有
害
で
あ
る
半
面
、
最
先
端

の
ガ
ン
の
診
断
や
治
療
に
多
く
用
い
ら
れ
、
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
も

ご
承
知
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
当
院
放
射
線
科
で
は
低
線
量
で
撮
影
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
患
者
さ
ま
に
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
中
の
msr
（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
は
放
射
線
が
全
身
に
与
え
る
影
響
の
評

価
値
で
す
。
難
し
い
の
で
単
な
る
単
位
と
し
て
捉
え
て
く
だ
さ
い
。

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

診
断
・
治
療
へ
の
有
効
活
用

・
健
康
保
険
証
の
ご
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
そ
の
他
に
子
ど
も
医
療

　
費
受
給
者
証
、
重
度
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
、
生
活
保
護
受
給
者

　
医
療
券
、
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

　
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
ち
ら
も
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
）

・
労
働
災
害
や
交
通
事
故
の
方
は
、
お
申
出
く
だ
さ
い
。

・
３
か
月
以
内
に
他
の
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
た
方
は
、
お
申
出
く
だ

　
さ
い
。



予約または予約変更について
受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日の、
　　　　　月～金曜日の午後２時～４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　 法：電話にて受付けます。

ゆきぐに大和病院 代表

火曜日＝予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

3日・10日

10日・17日・
24日

17日9日

内　科
一般外来

内分泌糖尿病

循環器科

睡眠時無呼吸

神経内科

腎臓科

呼吸器科

8：00～

　　11：00

9：00～

9：00～

13：30～

10：15～

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ 備考参照 ○ ○

○

○

○

○○
（休診有）

○
（休診有） ○ ○ ○

― ― ― ―

― ―

― ―

―― ― ―

―

―

―

― （3ページ上の記事参照）

初診は予約が必要

予約制

○ ○ ○

○ ○ ○
（休診有）

○
（休診有）

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日和漢診療科

午　　　前

午　　　後

8：00～11：00 9：00～

13：00～14：30 13：30～

○ ○

○ ○ ―

電話予約可
― ― ―

―

―

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日歯科・小児歯科

一般外来

矯正

口腔外科

9：00～

○ ○ ○○ ○ ○

○ ○○ ○ ○

― 8：30～12：30
13：30～17：15

（3ページ上の記事参照）
予約制

― ― ― ― ―

―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日眼　科
一般受付

予約制

8：00～11：00 9：00～ 予約優先

10：15～○ ○ ― ―○

○

10：30～―

―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日婦人科

午　　　前

午　　　後

8：00～11：00
9：15～

12：00～14：00 13：00～

○ ○ ○ ○ ○

○ ――――

9：00～

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日外　科
胃腸科
肛門科

8：00～11：00○○ ○ ○ ○ ○

○

― ― ― ― ―

―

― ―

― ―

―

―

― ―

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日耳鼻咽喉科

皮膚科

泌尿器科

午　　前

午　　後

8：00～11：00 9：00～

8：00～11：00 9：00～

13：00～15：00 14：00～

○

○ ○

○

○
―――

― ―

― ―

20日

12日・26日

12日・26日

（3ページ上の記事参照）

― ―

― ― ―

― ― ― ― ―

予約制

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日精神科
一般外来

メモリークリニック

脳ドック科

高次脳機能障害科

9：00～

13：30～

10：00～

13：30～

○ ○ ○○

○ ―

― ― ― ― ―

22日

12日・26日一
般
外
来 ― ― ―

― ― ― ――

―

月 火 水 木 土 受　　　付 診　療 備考・休診日小児科
午　　前

午　　後

内分泌糖尿病

8：00～11：00 9：00～

14：00～16：00

14：00～16：30
14：00～

○ ○ ○ ○ ○

―

金

○

14日・21日・
28日



大
和
病
院
の
ペ
ー
ジ

　
地
域
医
療
は
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々
の

安
全
で
安
心
な
生
活
を
、
医
療
の
面
か
ら
支

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
「
い
つ
も
健
康
で
い
た
い
」
と
願

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
病
気
に
な
り
入

院
し
て
治
療
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も

あ
り
ま
す
。
症
状
に
よ
っ
て
は
、
点
滴
や
検

査
や
処
置
、
手
術
な
ど
、
そ
の
方
に
必
要
な

治
療
が
行
わ
れ
、
回
復
を
め
ざ
し
ま
す
。
入

院
す
る
前
と
同
じ
よ
う
な
状
態
か
、
そ
れ
以

上
の
状
態
に
な
っ
て
退
院
で
き
る
よ
う
、
ご

本
人
・
ご
家
族
と
共
に
努
カ
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
治
療
が
終
わ
り
、
普
通
に
生
活

で
き
る
状
態
で
退
院
さ
れ
る
方
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
点
滴
を
し
た
ま
ま
、
体
に
管

が
入
っ
た
ま
ま
、
何
ら
か
の
処
置
が
必
要
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
生
活
は
難
し
い
な
ど

の
状
態
で
退
院
を
迎
え
る
方
も
い
ま
す
。
そ

う
い
う
時
は
、
ご
家
族
を
含
め
退
院
後
の
生

活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
必
要
な
医
療
や
福
祉

を
、
話
し
合
い
の
中
で
見
極
め
て
、
不
安
を

少
し
で
も
解
消
し
て
退
院
後
の
生
活
が
送
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
治
療
し
て
も
回
復
が
難
し
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
住
み
慣
れ
た
家
で
過
ご
し

た
い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
ど
う
い
う

方
法
を
と
れ
ば
家
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
医
師
を
中
心
に
、
ご
本
人
・
ご
家
族
、

病
棟
看
護
師
、
訪
問
看
護
師
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
部
門
か
ら
知
恵
を
出
し
合
い
、
家
で
も
療

養
可
能
な
方
法
を
探
し
、
入
院
生
活
か
ら
家

庭
生
活
へ
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、

退
院
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
福
祉
だ
け
で

な
く
医
療
が
必
要
な
状
態
で
も
、
そ
の
人
た

ち
の
望
む
場
所
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
医
療
の
深
さ
と
幅
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
　
当
院
の
外
科
病
棟
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
い
う
集

中
治
療
を
行
う
場
が
あ
り
、
病
状
の
重
い
方

や
細
や
か
な
経
過
観
察
が
必
要
な
方
が
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
人
も
ご
家
族
も
辛
い

時
間
を
過
ご
す
な
か
、
少
し
で
も
寄
り
添
っ

て
医
療
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
命
と
い
う
も
の
の
た
く
ま
し
さ
、
頼
り
な

さ
の
両
面
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
一

番
近
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
る
私
た
ち

は
、
市
民
の
方
々
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

「
よ
か
っ
た
な
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
自
分
達
の
看
護
の
手
を
使
っ
て
医
療

を
実
践
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
は
治
療
を
行
う
場
で
す
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
、
ご
不
自
由
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
状

況
の
中
で
も
、
こ
の
土
地
で
生
活
し
て
い
る

人
た
ち
が
望
む
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
く
活
動
が
「
市
立
病
院
」
で
の
地
域

医
療
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
の
が
ん
第
1
位
で
、
16
人
に
1
人
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と

い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
20
歳
過
ぎ
か
ら
発
症
が
認
め
ら
れ
40
〜
50
歳
代
が

ピ
ー
ク
で
す
。
か
か
る
割
合
は
高
い
で
す
が
、
早
期
発
見
に
よ
り
治
療
も
有
効
で
治

る
確
率
も
高
い
が
ん
で
す
。

　
現
在
の
乳
が
ん
検
査
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
マ
ン
モ
エ
コ
ー
な
ど
の
画
像
診
断

が
進
歩
し
、
よ
り
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
〉

　
乳
房
を
板
で
挟
み
薄
く
延
ば
し
て
Ｘ
線
撮
影
す
る
検
査
で
す
。
触
診
で
は
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
小
さ
な
し
こ
り
や
「
微
細
石
灰
化
」
を
つ
く
る
種
類
の
が
ん
の

早
期
発
見
に
優
れ
て
い
ま
す
。
弱
点
は
、
乳
腺
が
多
い
年
代
（
若
年
層
）
は
写
り
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
や
授
乳
し
て
い
る
人
に
は
適
し
ま
せ
ん
。

〈
マ
ン
モ
エ
コ
ー
〉

　
超
音
波
の
検
査
で
す
。
乳
腺
が
多
い
若
い
年
代
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
し
こ

り
の
中
の
状
態
や
広
が
り
具
合
ま
で
観
察
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
弱
点
は
「
し

こ
り
」
を
つ
く
ら
な
い
乳
が
ん
が
発
見
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　　
住
民
健
診
な
ど
で
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
検
診
で
す
が
、
健
友
館
の
人
間

ド
ッ
ク
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
エ
コ
ー
で
、
個
々
の
方
に
合
わ
せ
た
検
査
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
に
得
意
・
不
得
意
が
あ
り
ま
す
の
で
、
毎

年
交
互
に
受
け
る
な
ど
、
両
方
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
毎
月
の
自
己
検
診
で
乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
！

ピンクリボン
※
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
と
は
・
・
・

　
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
診
断
・
早
期
治
療
を

 
呼
び
か
け
る
世
界
的
な
運
動
で
す
。


